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健康・医療戦略推進本部 参与会（2014.6.16）

「健康・医療戦略推進本部」の 目的
①我が国が誇る最先端の基礎研究の成果から、⽇本発の画期的な治療法、医薬品、医療機器の
開発を⽬指し、⼀気通貫で研究開発を推進します。
②⽇本の優れた基礎研究の成果を患者に届けるため、臨床研究・治験の効率化や迅速化を図り
ます。
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提⾔（具体的なテーマ設定で治験先進国を実現）
●①患者満⾜度の向上(⾼い・苦しい・治らない→アンメットメディカル

ニーズの解決）
②医療経済の改善(社会補償費の低減)
③健康・医療産業の国際競争⼒向上 の観点から、優先度の⾼い領域に

重点的に資源投⼊する。例えば、「再⽣医療」、「中枢神経(アルツ
ハイマー等）、「癌」等、⾰新的な治験が必要な領域に的を絞り重
点投資する。

●「特区」を早期、実現の場として活⽤する。
リソース(予算、⼈)を集め現実的＆⾰新的な規制の最適化により、
研究成果の先進的な実証、実⽤の場を実現する。



・患者満⾜度を
具体的イメージ
したテーマ設定

・戦略的な
テーマ設定

・研究成果を
スピーディーに
患者に届ける

・法律/規制/制度
は現実対応＆⾰新

（治験先進国）

・患者満⾜度
・経済合理性
・国際競争⼒
・経済成⻑⼒

（first-in-class, first-in-human）

・医療 ＩＴ

⽇本発
・

世界初

研究 開発 社会

⽇本の弱点と課題
“研究”は“⽣みの親”、“開発”は“育ての親”、その結果が “社会貢献”
⽇本は“開発以降、即ち社会実装”が弱い。

⽣みの親 育ての親 社会貢献

現状＞ 強い
弱い 弱い

強化が必要 3



サ－チ 事業戦略 製造/加⼯ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

医療ニーズに
合致した

シーズ選択
⽬利き
⿐利き

治験/薬事

臨床治験 量産・安定
製造

品質保証

標準化

ブランド
信頼

知財対応
⼤量

細胞培養

研究（Ｒ）

研究
内外の
シーズ

承認
申請・審査

薬価収載

規制
対応・改⾰
（産官連携）

ロジスティクス
開発

製品設計

ビジネスモデル
開発

医療ニ－ズ
収集

販路確保

資⾦調達
（産官ファンド等）

流通
（製品・医療情報）双方向

研究成果に付加価値を付けて、社会に実装する機能

市場（Ｍ）

社会

双方向

開発

各機能の連携

“開発”要件（実証、実⽤を⽇本発で仕掛け、リードする治験先進国）
研究成果を社会に実装、貢献させる要件は多岐に渡るので、各機能の連携が必須となる。
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提⾔

・患者満⾜度を
具体的イメージ
したテーマ設定

・戦略的な
テーマ設定

・研究成果を
スピーディーに
患者に届ける

・法律/規制/制度
は現実対応＆⾰新

（治験先進国）

・患者満⾜度
・経済合理性
・国際競争⼒
・経済成⻑⼒

（first-in-class, first-in-human）

・医療 ＩＴ

⽇本発
・

世界初

研究 開発 社会

《⽣みの親》 《育ての親》 《社会貢献》

サイエンスの実証
（⼈でのエビデンス）

ラボとベッドの⼀体化

早期実⽤化
（先進医療の社会実装）

新法下での実⽤

「特区」を世界に先駆け
実証、実⽤の場とする。
リソース（予算・⼈）の集中

[HOW][WHAT]

社会的／患者的視点、
⽇本の強みが活かせる
領域への重点投資

再⽣医療
中枢神経(アルツハイマー)
癌など。
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